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平成２９年１１月３０日 

 
久慈市議会 

議長	
 中平 浩志  殿 

 
 
 
 

平成２９年度 

久慈市議会「新政会」第２回視察研修報告書 
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「新政会」会派視察研修を実施したので、次のとおり報告する。 

 
１、	
 視察期間	
 	
 ・平成２９年１０月９日（月）～平成２９年１０月１２日（木） 

 
２、	
 視察先	
 	
 	
 ・北海道釧路市 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・北海道白糠郡白糠町 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・北海道滝川市 

 
３、	
 研修議員	
 	
 ・澤里 富雄 

・泉川 博明 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・上山 昭彦 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・山田	
 光 

 
４、	
 研修事項 

 
	
 	
 	
 （１）北海道釧路市 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ◎	
 防災対策について	
 

①	
 「防災マイ・まっプランナー」について	
 

②	
 タンジブル災害対策支援システムについて	
 

 
	
 	
 	
 （２）北海道白糠郡白糠町 

◎	
 小水力発電について	
 

①	
 小水力発電所建設について	
 

②	
 小水力発電電力の利用について	
 

	
 

（３）北海道滝川市	
 

◎	
 駅前整備関連事業について	
 

①	
 滝川駅前広場景観検討市民会議の設置について	
 

②	
 駅前広場のロータリーについて	
 

	
 



3 
 

視察研修内容	
 （１）  
 
日	
 	
 	
 時 平成２９年１０月１０日（火）	
 午後１時３０分～午後３時 
視	
 察	
 地 北海道釧路市	
 釧路市民防災センター 

視察先住所 北海道釧路市釧路町南浜町４−８ 

応	
 	
 	
 対 
・釧路市消防本部次長	
 鹿野浩司	
 様 
・釧路市消防本部総務課課長補佐	
 宮崎敦	
 様 
・釧路市消防本部予防課課長補佐	
 中尾納	
 様 

説	
 明	
 者 ・釧路市民防災センター	
 竹内義勝	
 様 
・釧路市消防本部予防課課長補佐	
 中尾納	
 様 

視 察 目 的 防災対策について 
概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

 

 

 

 

 

●	
 消防本部予防課課長補

佐、中尾納様より歓迎のご

挨拶と防災センターの概要

説明をいただく 
 

●	
 防災センターのエント

ランスホールには、各種防

災体験設備が設置されて

いる 

●	
 防災センターの竹内様より、

タンジブル災害対策支援システ

ムについての説明をいただく 
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概要 
 
 
 
 
 
 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

☜地図を映

し出す本体 
 
災害の種類

や状況等の

種別シート

☞ 

●	
 実際に、タンジブル災害対

策支援システムを使用しての

模擬訓練の説明	
 

	
 	
 手元の地図は、同時に後方

の大画面にも表示される 

●	
 実際に入力し利用方法

や使用条件等を体験 

●	
 机上の地図には、

災害発生場所や避

難所・避難経路等

様々な情報を表示

し共有できる 
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概要 
 
 
 
 
 
 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

●	
 初期消火訓練を体験 
 

●	
 最大震度 7 を体験できる地震体験室。体験したことがな
い揺れにテーブルの下に潜り込むのが精いっぱい 

●	
 火災体験室では、

煙が充満する暗闇の

部屋を非難する体験

ができる 

●	
 釧路市民防災セ

ンター前にて澤里

会長以下研修参加

者と応対職員の皆

様 
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所感	
 

近年では、地球温暖化やヒートアイランド現象などの要因によるゲリラ豪雨被害や、

東日本大震災にみられるような津波を伴う海溝型地震、地上付近で発生する活断層型地

震など、大規模な災害が毎年と言っていいほど日本各地で発災している。	
 

これらの教訓から釧路市では、災害時の防災行動力を身につける方策として、一人ひ

とりにあてはまった避難計画が表示された地図を作成することが有効と考え、まず初め

に、地図を作成立案する人員を養成し、その養成された人が地域や事業所等で避難計画

地図の作成などができるようにする防災対策の事業として、「防災マイ・まっプランナ

ー」養成事業を実施している。 

この事業は、事前に図上災害訓練を行うことにより情報の共有化ができることや防災

教育における人材育成を行えるなど、これからの久慈市においての防災を考える際、重

要な要素となりえることから、この訓練を行える「タンジブル災害対策支援システム」

導入経緯と合わせて、事業の進捗状況・人材養成の効果についてを中心に研修すること

とした。	
 

また、この視察研修を行うことにより、久慈市総合計画の重点施策にある「安心・安

全のまちプロジェクト」にも掲げられる、目指す姿としての防災情報の共有体制の強化

や自助・共助による防災力の充実と防災意識の醸成に係る成果が見込まれることからも

実施する視察である。	
 

早々に「タンジブル災害対策支援システム」の説明を座学で受けた後に、実際に操作

を行いながらの研修となった。図上での災害想定は具体的に行うことが重要であること

から、今回の研修では、１月１５日（木）２０時０８分釧路沖を震源とする最大震度「６

強」の地震により、２０時１０分に釧路沿岸に「大津波警報」が発令され津波高が「５

ｍ」で到達時刻を２０時３８分と設定しての訓練研修となった。 

実際のシステム操作状況は前のページ概要写真のような様子での作業となるが、現実

の災害時にも設置される「災害対策本部」では、災害場所の現状把握や避難場所の確認

と避難経路の状況等、特にも大災害時は必要とされる大量の情報を早期に収集し素早く

統合して対策を講じなければならず、大きな地図上に、多人数が同時に各種状況等を入

力でき、全員が情報を共有し災害対応を指示しやすいシステムと思われる。	
 

操作することによりさらに多くの利点も感じられた。机上の大きな地図に感覚的に入

力することや書き直しが用意にでき、ハザードマップなどの白地図ではできなかった地

図間の人的移動や各種入力変更も簡単に行え、集められた意見を集約しやすいと感じら

れた。	
 

また、机上の地図をさらに大きな画面としてプロジェクターにも同時に出力すること
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視察研修内容	
 （２）  
 
日	
 	
 	
 時 平成２９年１０月１１日（水）	
 午前９時～午前１０時４０分 

視	
 察	
 地 北海道白糠郡白糠町役場 

視察先住所 北海道白糠郡白糠町西１条南１丁目１番地１ 

応	
 	
 	
 対 ・北海道白糠町議会	
 議長	
 富田忠行	
 様 
・北海道白糠町議会事務局	
 局長	
 吉田昌基	
 様 

説	
 明	
 者 ・北海道白糠町企画総務部企画財政課	
 課長	
 新山範保	
 様 

視 察 目 的 小水力発電について 
概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

●	
 富田忠行議長より、歓

迎のご挨拶をいただく 

●	
 吉田昌基事務局長のご挨拶 

●	
 澤里会長から研修受け

入れ御礼の挨拶 
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概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
概要 
 
 
 
 
 

 

 

 

●	
 研修に取り組む各議員 

●	
 説明をする新山範保課長 

●	
 補足説明を行う富田忠行議長 

 

 

●	
 質問を行う各議員 
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所感	
 

太陽光発電や風力発電に代表される再生可能エネルギーの中でも、総合的な発電効率

が非常に高い小水力発電は、今後の自然エネルギーを利活用することを考えなければな

らない発電分野の一つである。 

久慈市内を流れる久慈川・長内川・夏井川の主要河川環境から、小水力発電所の建設

は再生可能エネルギー開発を推進するにあたり重要な要素となり、今後は当市のみなら

ず、日本を含め世界的に目標を定めて取り組まなければならない低炭素社会の構築を目

指さなければならず、併せて小水力発電は、事業に関わる久慈市内の地域雇用の創出な

ど、地域経済対策としての効果も期待される事業分野と考えられる。 

また、久慈市が再生可能エネルギー発電所を設置する際の課題とされている送電網の

の脆弱性と同様に、白糠町の小水力発電所が建設されている地域では送電網が脆弱であ

ることや、変電所の容量が小さいなどの問題もある。 

これらは今後のコストや維持管理費の負担が障壁となることから、小水力発電所で発

電した電気を使用し、発電所がある現地において水電解水素製造装置で水素を製造し、

その水素を近隣地域の公共施設や民間施設等の燃料電池のエネルギーとして輸送し、再

生可能エネルギーの地産地消事業としていることから、当市に於いて取組む際の事業と

してその方向性を探るうえでの参考とすることができるものと考えられる。 

事業自体は、東芝が環境省の委託事業「地域連携・低炭素水素技術実証事業」を受託

して、白糠町にある庶路ダムにおいて取り組みを進めており、事業費はおおよそ５０億

円規模で、平成２７年から３１年度までの５年間にわたる実証実験である。	
 

既存の白糠町にある庶路ダムに新たに小水力発電所を建設し、そこで発電した電気を

使い水電解水素製造装置で水素を製造し、地域内の多様な施設に設置される燃料電池や

燃料電池自動車の燃料として利用するもので、寒冷地域である北海道で多い熱利用が燃

料電池で供給する電気、お湯を最大限に活用できるものである。	
 

燃料電池は、水素と空気中の酸素を利用して、化学反応により直接電気へ変換し発電

するシステムのため、電気を使う場所で発電することから送電の無駄がなく、従来の発

電方式では捨てていた、発電の際に発生する熱もお湯として利用できることから、当市

にある「福祉の村」の温水プールや福祉施設に使用する温水にも使えるなど、エネルギ

ーを効率よく使えるシステムとして研修を行うことができた。	
 

しかし、５０億円という大きな費用を導入して行う事業ではあるが、実証試験である

ため、試験期間の５年が経過した際には、全てを解体し原状復帰する予定であり、相応

の試験結果は期待されるものと考えるが、見方を変えれば、発電所において水素製造事

業を行うには寒冷地では困難であり、国が進めている事業でなければ大変難しい事業で
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視察研修内容	
 （３）  
 
日	
 	
 	
 時 平成２９年１０月１１日（水）	
 午後３時～午後４時３０分 

視	
 察	
 地 北海道滝川市役所 

視察先住所 北海道滝川市大町 1－2－15	
 

応	
 	
 	
 対 ・北海道滝川市議会	
 議長	
 水口典一	
 様 
・北海道滝川市議会	
 事務局長	
 竹谷和徳	
 様 

説	
 明	
 者 ・北海道滝川市建設部都市計画課都市整備係	
 主査	
 髙橋誠	
 様 
・北海道滝川市建設部都市計画課都市整備係	
 主査	
 遠藤友樹弘	
 様 

視 察 目 的 駅前整備関連事業について 
概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

●	
 水口典一議長より、歓

迎のご挨拶をいただく 

●	
 澤里会長から研修受け

入れ御礼の挨拶 

●	
 駅前開発の説明を受ける 
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概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
概要 
 
 
 
 
 

  

●	
 澤里会長 

●	
 駅前関連整備事業につい

て説明を行う、高橋誠主査

（左）と遠藤友樹弘主査（右） 

 

 

 

  

●	
 滝川市役所前において 

●	
 山田議員 ●	
 泉川議員 
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まとめ	
 

●	
 今回の視察研修を実施するにあたり、いつも通り新政会として、研修内容の事前打

ち合わせを重ね、研修者全員が問題解決への共通意識を持つことにより、何を学ばな

ければならないのか、どのような方向付けを提案できるのか真摯に取り組むことを念

頭に置き研修視察先を検討した。	
 

新政会では、政務活動費を活用しての研修視察を積極的に行っているが、今回の研

修においては、現在進捗している第２期久慈市中心市街地活性化基本計画の事業であ

る久慈駅前整備事業で取り組まれる、駅前広場のロータリー化と一般車両の乗り入れ

禁止や、昨年の市街地への浸水等大規模災害にどのように対応することが人的被害の

軽減や各種構造物への被害拡大を防ぐことができるのかなどを考え、防災対策として

「久慈市地域防災計画」を踏まえながら、日頃の図上訓練の重要性や体制の構築など

の他、さらに、各種再生可能エネルギーへの取り組み方等、喫緊の諸課題の一部にお

いて早期に解決できる可能性がある事業を提案することができる研修となった。	
 

具体的には、各研修の所感に詳しく述べてあることから省くが、先進地における研

修で学べた事項を具体的な事業として当局へ提言し予算付けがなされることが視察

研修では重要な要素となると考えることから、今後も議会活動の一環として有意義な

研修が出来るよう研鑽に努める。	
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